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加倉井範子

第二印象

　好き嫌いという判断は、第一印象で決める

ことがあります。多くの虫に愛情を抱いてい

ますが ､あのカメムシだけは、臭いという印

象から抜け出せず、近くに寄ってみたことも

ありませんでした。

　「高尾生きものが賑わう森作り、冬に昆虫を

こんなところでみ～つけた！森にはどんな動

物がいるのかな？」の観察会は知らない世界

を見ることができました。午前中から午後にか

けて集めた土壌生物や昆虫などを高尾わくわく

ビレッジ内で実体顕微鏡を使って観察をしまし

た。土の中の生きものは、なじみがなく親しみ

もありませんでしたが ､実体顕微鏡で観察する

と別世界を垣間見た気持ちになりました。

　参加者の幼稚園の男の子は途中で少し飽き

たのか廊下に１人で出てしまいました。危な

いと思い後をつけていくと、窓の側で手招き

をしています。「みて」というので、よく見る

と灰色のカメムシが腹を出してひっくり返っ

ていました。死んでいるように見えたので、

臭い攻撃はないと思い「持っていって顕微鏡

でみてみようか」というと意気投合、さっそ

く部屋に戻って観察をしました。肉眼では灰

色にしか見えなかったあのカメムシがなんと

美しい色で輝いているのです。そして、しば

らくすると、かすかに動いているのです。

　カメムシは世界で55,000種知られていて、

昆虫の中で 5番目に多い種類です。方言を調

べてみると 100 種類を超える呼び名があり

ます。意味不明の、ハトージ、ハットージな

ど不思議な名で呼ばれているところもありま

すが、多くは臭いからきた名です。ヘヒリム

シ、ヘコキムシの名前で全国に広がっていま

す。その匂いは強烈で小さな容器に閉じ込め

てしまうと自分が出した匂いで、気をうしなっ

たり、死んでしまうこともあります。臭いを

出さないでと難を逃れるため拝むためかオガ、

オガムシ、オガンなどという方言もあります。

臭いは敵を攻撃することにも使われますが、

集団を作るための集合フェロモンや危険を知

らせるための警報フェロモンにも使われてい

るようです。一般的に臭いイメージですが、

肉食のカメムシは臭くないのです。

　虫の居所が悪い、虫封じ、虫が知らせるな

ど虫のつく言葉は数多くあります。虫が人間

の中に棲んでいるという表現はとても面白く

疑問でした。あるとき、その話をしたら、友

人は、昔はたくさんの虫がいたからだという

のです。殺虫剤のない時代は、虫は生活の中

にいて、虫を遠ざけることは困難だったはず

です。虫は日常だったのでしょう。数多く接

しているうちに第一印象から第二印象へと自

然に変わっていくことができ、よく見るとか

わいいものだと思ったのでしょうか。カメム

シを、アネコムシ、エーニョーボ、オヨメサン、

ジョーサンムシなどと呼ぶ地方もあります。

エサキモンツキノカメムシのメスは 10日間

ほど何も食べずに卵や幼虫を臭い攻撃などで

敵から守ります。母親の鏡です。

　子どもを自然の中に入れることで、新たな

発見ができるのは、第一印象で固まってしまっ

た大人なのかもしれません。いろいろな橋渡

しをするのは子どもです。冬眠中の足のから

まった、寝ぼけたカエルを発見したもの子ど

もたちでした。

　近くに子どもがいないときは、虫メガネを

もって今まで見ていたものをもう一度見てみ

ませんか。第二印象の新たなトビラが開き、

楽しい世界を味わうことができると思います。

　　　　　　　　　　　(かくらい　のりこ）

参考 :「虫と遊ぶ　虫の方言誌」斎藤慎一郎著　大修館書
店／「カメムシ」大木邦彦文　海野和男写真　ポプラ社
／「昆虫の ? が ! になる本」盛口満著　山と渓谷社／「虫
のおもしろ私生活」ピッキオ編著　主婦と生活社
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　列車のスピードが落ちてきたので、車窓か

ら外を眺めると、白く揺れる雪柳とまだ頼り

なげな淡い若葉をつけた木々の合間に、や

がて大きな青い標識が目に飛び込んできた。

“BOLOGNA”。そこから、洗濯物がはためく

茜色の建物が少しずつ増えていく中を、さら

に列車はゆっくりと走り続け、やがて懐かし

い駅に到着した。

　イタリアの列車は、車内放送や駅の構内放

送がほとんどないので、標識を見損ねた人々

は皆、口をそろえて、“BOLOGNA？”と、こ

れから乗りこむ人に尋ねる。“Si , Si . ”(「そ

うですよ。」) と答えるのを耳にし、私も安心

して、プラットホームに飛び降りた。

ボローニャ国際児童図書展とは

　ユーロスターに乗っても首都ローマから 3

時間近く、経済の中心地ミラノからも1時間

40分以上かかる欧州最古の大学街でもあるボ

ローニャ。そこで、毎年３月末か、４月に、世

界最大規模の児童書の国際展示会が行われる。

43回目の今年は、ハンガリーがテーマ国で、

約1.200社（うち、海外63カ国から約1.100

社）の出版社がブースを出し、出版関係者（出

版社や、版権売買のエージェント、作家等）が

昨年並みに約 70カ国からおよそ 14,000 人

（うち、約４割近くが海外から）来展し、その

ほかに、書店、取次、図書館関係者を始め、こ

れから、絵本作家を目指す作家の卵たち ( 中

には日本人も！ )が、大勢自分の作品の大きな

ポートフォリオを持って売り込みに来ていて

なんともにぎやかな四日間だった。

　会場は、大きな七つの建物に分かれていて、

その建物ごとに、だいたい国別（または地域別）

に出版社がブースを出している。日本の出版社

は例年「29」という建物の一角を占めていて、

毎年１社で大きなブースを展開しているとこ

ろや、版権エージェントのブースを借りて、共

同で何社か出展しているところもある中、今年

初めて出展した出版社もあったりと、日本国内

での厳しい出版背景の中で、勢いのある出版社

もあるということは、何だか心強く思った。

ますますグローバル化する出版市場

　個人的には５年ぶりに訪れたブックフェア

だったのだが、第一印象は、出版業界もグロー

バル化の流れに逆らえないのだろうということ

だ。２０年前には、家族４人 (お父さんが社長、

お母さんが経理、娘さんが編集、息子さんが

営業 )で始めた出版社が、数年後に世界的な大

ヒット作品を出す、なんてことは以前はあった

が、そういう小規模あるいは中規模の出版社が、

大資本の出版社の傘下に入り、大きなブースの

一角で、展開しているという光景が当たり前に

なっている。また、その大資本の出版グループ

自体も、規模は今やアメリカではなくヨーロッ

パのグループが世界NO.1となり、これもEC

連合になって加速したようだ。

  でも、そんな中でも、あれ？聞いた事がない

出版社が・・・と思っていてあるフランスのブー

スを覗いてみると、そこには以前別の出版社の

版権担当者だったM女史が。なんとこの５年

で、結婚･出産・退職・転職・復帰とフルコー

スを経験し、以前の出版社の友人が独立して出

版社を立ち上げたので、またがんばっていると

のこと。そう、やはり出版は、書く人がいて (作

家 )、それを手助け (編集 )し、広める人 (営業 )

がいて、読む人がいて…と、すべて、人から人

ボローニャ ブックフェア探訪記
永山　綾 写真も筆者
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へ手渡されていく物であるということを彼女

から改めて教えてもらった。私が探している作

品は、主に未就学児向けの絵本であったが、彼

女の出版社の新作（まだ未発行の）読み物は、

なかなかおもしろいストーリーで、まだまだ続

くファンタジー人気の中で、なかなかよい作家

の作品を出していく予定のようだ。今は小粒で

も、大きな花が咲きそうな予感がして、これだ

から、出版はおもしろいし、そういった情熱を

持って携わっている人たちがいる限り、これか

らも、待っている子ども達に面白い本が届いて

いくだろうと思った。

幅広い「本」の定義

　今年は、モーツァルト生誕250年目にあた

り、(日本でもしきりに関連のコンサートが開

かれている ) 昨年秋以降 CD付きの音楽に関

する絵本が特に欧州ではシリーズで多く出版

されているようだが、近年発行の、優れた絵

本に与えるボローニャの賞が今まではフィク

ション、ノンフィクション、そして、”NEW 

HORIZONS”という新興国の絵本が対象の賞

に加えて今年の特別賞として、“WORDS ＆ 

MUSIC”という音楽がテーマの本にも与える

ものが新設され、JAZZトランペッターのウイ

ントン・マルサリスの絵本が特別賞を受賞して

いた。こちらも含め、本に音源が付いていたり、

CD-ROMが付いていたり、またしかけや加工

物が中心だったり、中にはかわいいトランクに

入った、主人公の人形と絵本入りのセット等、

海外の出版物は、流通の違いもあると思うがあ

まり紙印刷にこだわらない、大らかさがある気

がする。読んでもらったり、手にする子ども達

は、おもしろいか、楽しいかが選ぶ基準になる

と思うし、日本の書店が、もっと幅広い品揃え

ができれば、子ども達はさらに足を運んでくれ

るのではないかと思った。

　読み物は、特に大きく話題になった新しい

企画はないらしいが、なかなかのシリーズが

出ていたとのこと。今年の秋以降、そういっ

た新刊が少しずつ、日本でも翻訳されて出て

くるというので楽しみだ。

日本人イラストレーターが大躍進！

　今まで出た本の表彰や、これから出る予定の

出版物の版権の売買のほかに、このブックフェ

アでは各国のイラストレーターが応募した作

品の入賞作品を展示する、ILLUSTRATION 展

がもうひとつの目玉。展示会場の掲示板は初

日の午前中にはすでに売込みのちらしや名刺

で、すき間がない状態に！そんな、静かな興

奮が伝わる展示会場には、2.544 名の応募者

の中から、なんと、27名も入選した、日本人

アーティストの作品も展示されていた。入選

者は合計92名。その３割近くが日本人。近年

ここからプロの絵本作家として海外デビュー

している人も増えている。

　例年どおり日本でも、７月の板橋区立美術館

を皮切りに、「イタリア・ボローニャ国際絵本

原画展」が全国数箇所で巡回展を行われる予定

だ。この中には、１年後、あるいは数年後の絵

本作家の作品があるかもしれない。そういう目

で作品を楽しむもの良いかもしれない。

　イタリアでも食道楽の人々が集まっている

というボローニャ。昼の商談後、夜も遅くま

で街中でワインと食事を通じて年に１度の懇

親を深める、様々な文化を持つ人々の輪が見

かけられた。（ながやま　あや：編集者）

フィレンツェにあるモダンな書店 “Librerie Feltrinelli”。
山積みの読み物と絵本やパペットなどに囲まれて、読
むスペースがある。大都市にチェーン店を持つ。
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平凡社の絵本

　評判高かった『こいぬのウンチ』の刊行が

2003年。平凡社ではその後も子どもに直接手

渡す絵本を世に問うて、話題になっています。

　編集長の関口秀紀さんのお話です。

̶『こいぬのウンチ』は、一

人の編集者の個人的な熱い

思いで世に出した韓国絵本の

翻訳でした。当社が戦後の復

興期に、瀬田貞二さんの編集

で『児童百科事典』という革

新的な子どものための百科事典を出したことは、

子どもの本の世界では「歴史」として知られて

います。また『ジュニア地図帳』や『はじめま

してにほんちず』などでも高い評価をいただい

ていますが、物語の絵本は、これが初めてでした。

　一方では、『絵本』『心をつなぐ読みきかせ絵

本100』『絵本の作家たち (特 )～ (企 )』など

絵本に関連した『別冊太陽』をここ30年近い年

月の中で20冊近く刊行してきました。今年も『絵

本屋さんが選んだ100冊』などを準備中で、別

冊太陽編集部編で、1年間に出された絵本を集

計する『この絵本が好き!』を年版で出していま

す。そうした、社の内外で積み重ねてきた広く

厚い蓄積を、直接子どもに手渡す物語の絵本を

刊行する形で活用することにしました。完成ま

でに時間もかかりまた評価も未知数でもあるこ

との多い創作絵本の書き下ろしではなく、翻訳

絵本を中心に事業を展開させました。まず、「韓

国の四季の絵本シリーズ」4冊をはじめとして、

韓国絵本の翻訳。加えて、既に半世紀にわたっ

て古典・新刊共に日本に紹介され続けているイ

ギリスとアメリカ以外の国の作家を柱にするこ

とにしました。

　ブリュッセル生まれで、フランスで活躍する

マリオ・ラモの作品は、『ねんねだよ、ちびかい

じゅう!』など現在まで6冊。オランダ生まれで、

ベルギーとフランスで活動しているエルウイン・

ヴァン・デン・アレンドの「パピヨンと魔法の

えんぴつシリーズ」が4冊。今イギリスの現役

作家で一番人気があるイギリス人のアンソニー・

ブラウンの作品が『おんぶはこりごり』など現

在まで4冊。

　どの作家も、子どもなら誰でも経験のある失

敗や努力を、ユーモアノのある簡潔な文で綴り、

子どもが自分を重ねて楽しめる絵本です。

　100年間にわたって愛されてきたドイツのジ

ビュレ・フォン・オルファースの絵本が昨春の

『ねっこぼっこ』刊行で6冊まとめて読めるよう

になりました。20世紀初頭の絵本ですが、ドイ

ツでは、今も刊行され続けています。日本でも、

ゆったりとした伸びやかな世界を詩と絵の融合

で楽しむことが出来るようになったことに、高

い評価をいただいています。

　最後にちょっと脱線しますが、私は絵本の編

集のほかに、「平凡社ライブラリー」という文

庫の編集にも携わってきました。こちらのライ

ンナップにも、五味太郎・小野明『絵本を読ん

でみる』長新太『海のビー玉』などが入ってい

ます。

　6月にスズキコージさんの『ガッタンゴットン』

が予定されるなど、日本の作家の創作絵本の新

刊が、おいおい刊行されていくそうです。総合

出版社が子どもに手渡す絵本は、子ども時代に

誰もが抱える問題と誠実に向き合っている作品

で、絵の技法では新しい時代が感じられます。

近頃気になる児童書出版 ー平凡社と鈴木出版
小誌では、3年前に平凡社の『こいぬのうんち』を、2年前に鈴木出版の「海外
児童文学シリーズ」の立ち上げを紹介しました。今、この二つの出版社では ...
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物語の力を信じて 鈴木出版の海外児童文学シリーズ

　編集長の今西 大さんのお話です。

　̶幼い子どもたちのための絵本については実

績を自負していますが、幼年童話を飛び越えて、

いきなり小学校中・高学年から中学生・高校生

までを視野に入れた書物の刊行は社としても大

英断でした。

　ラインナップについては、日本では紹介さ

れることが少ない地域や言語による質の高い

作品も積極的に探していくという方針でのぞ

みました。

　既刊10冊の初出国は、フランス・オースト

ラリア・イタリア・イスラエル・オランダ・カ

ナダなど広範囲ですし、いろんな言語で書かれ

ています。内容のわかりやすさはもちろんです

が、紙面の読みやすさについても、読者に負担

を少なくしたいと思っています。文字の大きさ

や行数・行間などは、ファンタジーのベストセ

ラーを参考にしました。分量は200頁位に収

まることを目安にしています。自分でも探しま

くりましたが、エージェンシーや翻訳者の方に

紹介してもらった本もたくさんあります。

　集まってきた本は、１冊１冊できるだけ目を

通し、内容や原作者の姿勢などを吟味し、よい

作品があれば、社内のスタッフといっしょに最

終的に検討し決めています。

　このシリーズは、「むかしむかしあるところ

で、ある日」ではなく、暮

らしている人が実際にい

る場所がほとんどです。テ

レビのニュースなどで、そ

の地の状況が報道される

ことも少なくありません。

写真や映像には、ことばで

は表現できないインパクトがあります。けれ

ども、読者と同じ年頃の子どもを主人公にし

た読み物には、写真や映像では伝えきれない

ものを、心をゆさぶるドラマとして伝える力

があります。このシリーズでは、背景への解

説はできるだけスリムにし、作品の文学性を

感じ取ってもらえるよう配慮しています。̶

　子どもが物語と出会うとき、文学のジャン

ルが最初にあるのではなく、自分を重ねる登

場人物と共に物語に入れるかどうかがキーに

なるのでしょう。物語の中で経験する困難・

幸運・努力・信頼・愛情などが、長じて厳し

い社会状況に理解が及んだとき、じわっと沁

みだして生きる力になる作品を手渡すのだ、

だからこそ、大勢の子どもに読んでもらいた

いという思いが伝わる今西さんのお話でした。

http://www.rironsha.co.jp
http://www.norashoten.co.jp
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http://www.akaneshobo.co.jp
http://www.imajinsha.co.jp/
http://www.nishimurashoten.co.jp/
http://www.kaiga.co.jp/
http://www.mikihouse.co.jp/book/
http://www.suzuki-syuppan.co.jp/

